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１．はじめに  

 オールケーシング工法の大きな特徴は，地中の目に見えないところで掘削孔内にコンクリートを打込むこ

とであり，地上構造物でのコンクリート打込み作業と大きく異なり，目視で管理できない中での施工管理とな

る．地盤工学会では場所打ちコンクリート杭工法のトラブル発生に関するアンケートを集計した結果をまと

めている¹⁾．この結果によると，トラブルの種類別では「杭体形状，コンクリート不良」の発生件数が最も多

く，全体の 41％を占めている．また，トラブルの種類を工法別にみても，オールケーシング工法では，「杭体

形状，コンクリート不良」が最も多くなっている．このトラブルの一例が，鉄筋かごの外側にコンクリートが

充填されない場合であり，そのトラブルを防ぐためには，コンクリートのスランプの経時変化を考慮したケー

シングチューブおよびトレミー管の組み合わせ等の事前検討と，コンクリート打込み時の管理等が重要とな

る． 

そこで，これらの検討を効率よく的確に実施でき，コンクリート打込み時にリアルタイムで記録・管理がで

きるよう，タブレット端末を用いたコンクリート打込み管理記録シートを整備し活用した．ここでは，管理記

録シートの構成，内容，適用事例と効果について報告する． 

２．管理記録シート  

管理記録シートの整備にあたり，効率化を考え，以下の 3 点を目標とした． 

①入力箇所の削減：可能な限り，自動算出させる． 

②入力箇所の見やすさ：施工前の入力セル(黄色)と施工後の 

入力セル(緑色)を色分けして着色する． 

③見える化：規格値が外れた値を赤字で表示する．数値を入 

力することで，自動的に図示させる． 

なお，規格値の設定は，例えば，コンクリートのスランプ

は 18～21 ㎝を標準²⁾として，スランプ保持時間を考慮するも

のとした．また，トレミー管のコンクリートへの挿入長さを

杭天端付近では 2～4m，以深では 2～9m を標準³⁾として設

定した． 

 管理記録シートは，以下の 4 つ

のシートで構成される． 

①杭数値一覧シート（図-1）：基準 

高などの各計画高および実測値 

を入力する． 

②打込み計画シート（図-2，図-3）： 

コンクリートやケーシングチュ 

ーブおよびトレミー管の割付を 

計画するときに使用する． 

 キーワード 場所打ちコンクリート杭，オールケーシング工法，打込み管理図，リアルタイム管理，生産性向上 
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1)工事概要

工事名称

日付 m3/台 m m m3 m m m m m h:min 台数
機械

施工箇所

杭番号

杭径

杭長

初期値 0.00 -15.03 -15.03 -15.03 0.00
ｺﾝ打設 1 1.50 1.50 -13.09 -15.03 -15.03 1.95

コンクリート総量 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 1.0 1.50 -13.32 0.23 -14.03 -15.03 1.71
2)計測 ﾄﾚﾐｰ引上げ 1.0 1.50 -13.32 -14.03 -14.03 0.71

項　　目 標高 GL ｺﾝ打設 2 2.00 3.50 -10.72 -14.03 -14.03 3.31
測量基準高(MH) TP 33.414 2.500 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 3.50 -10.72 0.00 -14.03 -14.03 3.31

施工基面 TP 30.914 0.000 ﾄﾚﾐｰ引上げ 3.50 -10.72 -14.03 -14.03 3.31
杭天端 TP 28.880 -2.034 ｺﾝ打設 3 2.00 5.50 -8.12 -14.03 -14.03 5.91
杭下端 TP 15.880 -15.034 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 2.0 5.50 -8.59 0.47 -12.03 -14.03 5.44

余盛り天端 TP 30.380 -0.534 ﾄﾚﾐｰ引上げ 2.0 5.50 -8.59 -12.03 -12.03 3.44
鉄筋天端 TP 30.320 -0.594 ｺﾝ打設 4 2.00 7.50 -5.99 -12.03 -12.03 6.04
地下水位 TP 27.814 -3.100 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 3.0 7.50 -6.70 0.70 -9.03 -12.03 5.34

ﾄﾚﾐｰ引上げ 3.0 7.50 -6.70 -9.03 -9.03 2.34
3)掘削・余盛り高 ｺﾝ打設 5 2.00 9.50 -4.10 -9.03 -9.03 4.93

掘削長 15.03 m ｹｰｼﾝｸ゛引抜 3.0 9.50 -4.80 0.70 -6.03 -9.03 4.23
掘削土量 14.29 m3 ﾄﾚﾐｰ引上げ 3.0 9.50 -4.80 -6.03 -6.03 1.23
杭天端 1.50 m ｺﾝ打設 6 2.00 11.50 -2.21 -6.03 -6.03 3.83
鉄筋天端 0.06 m ｹｰｼﾝｸ゛引抜 11.50 -2.21 0.00 -6.03 -6.03 3.83

ﾄﾚﾐｰ引上げ 11.50 -2.21 -6.03 -6.03 3.83
4)初期値 ｺﾝ打設 7 2.00 13.50 0.39 -6.03 -6.03 6.43

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端 GL -15.03 m ｹｰｼﾝｸ゛引抜 3.0 13.50 -0.31 0.70 -3.03 -6.03 5.72
ｹｰｼﾝｸﾞ下端 GL -15.03 m ﾄﾚﾐｰ引上げ 3.0 13.50 -0.31 -3.03 -3.03 2.72
ﾄﾚﾐｰ管下端 GL -15.03 m ｺﾝ打設 8 0.30 13.80 0.08 -3.03 -3.03 3.11

0 m ｹｰｼﾝｸ゛引抜 5.0 13.80 -1.09 1.17 1.97 -3.03 1.94
13.0 m ﾄﾚﾐｰ引上げ 5.0 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06

ｺﾝ打設 9 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
5)コンクリート上昇・下降量 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06

項　　　目 式 数値 単位 ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
ｹｰｼﾝｸﾞ外径 φ 1.100 m ｺﾝ打設 10 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
ｹｰｼﾝｸﾞ厚 t 0.055 m ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06
ｹｰｼﾝｸﾞ内径 φ-2t 0.990 m ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06

ｹｰｼﾝｸﾞ外面積 A0 0.950 m2 ｺﾝ打設 11 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
ｹｰｼﾝｸﾞ内面積 A1 0.770 m

2 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06
ｹｰｼﾝｸﾞ厚面積 A2 0.181 m2 ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
ｺﾝｸﾘｰﾄ上昇量 1/A1 1.299 m ｺﾝ打設 12 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
ｺﾝｸﾘｰﾄ降下量 A2/A1 0.235 m ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06

ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
6)打設条件 一般値 ｺﾝ打設 13 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
生コン運搬時間 0:20 0:20 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06
待機時間 0:15 0:10 ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
生ｺﾝ車入れ替え時間 0:05 0:02 ｺﾝ打設 14 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
生ｺﾝ打設時間 0:05 0:05 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06
ｹｰｼﾝｸﾞ引抜き時間 0:20 0:12 ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
ﾄﾚﾐｰ管引上げ時間 0:05 0:05 ｺﾝ打設 15 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
打設開始時刻 9:00 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06
打設終了時刻 12:45 ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
スランプ保持時間 2:00 2:00 ｺﾝ打設 16 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
試験時間 0:20 0:20 ｹｰｼﾝｸ゛引抜 13.80 -1.09 0.00 1.97 1.97 -3.06
※スランプ保持時間はスランプロス試験の結果より設定する ﾄﾚﾐｰ引上げ 13.80 -1.09 1.97 1.97 -3.06
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図-2 打込み計画シート(1) 

▽基準高

計画 GL 2.500 TP 33.414

実績 GL 3.434 TP 34.348

▽トレミー管天端

▽ケーシング天端

▽ジャッキ天端

▽施工基面

計画 GL 0.000 TP 30.914

実績 GL 0.186 TP 31.100

標高 TP 30.914 TP 30.914

▽コンクリート天端
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▽鉄筋天端

設計 GL -0.594 TP 30.320

建込み後 GL -0.594 TP 30.320

C打ち後 GL -0.566 TP 30.348

▽杭天端

設計 GL -2.034 TP 28.880

▽掘削底

設計 GL -15.034 TP 15.880

実績 GL -15.072 TP 15.842 38 ㎜
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図-1 杭数値一覧シート
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 打設条件，各割付を入力することで，スランプ保持時間の算出，各  

図の作成が自動的に行われる． 

③配車計画シート（図-4）：打込み計画シートに入力することにより，  

アジテータ車の出荷時刻等の配車計画が自動的に作成される． 

④打込み記録(帳票)シート（図-5）：コンクリート打込み時の記録を 

まとめるシートであり，各計測結果を入力することで，スランプ保 

持時間の算出，各図の作成が自動的に行われる．計画も破線で作図 

されるため，計画と実施工の乖離が一目で分かるようになってい 

る． 

 なお，この管理記録シートは施工現場にてタブレット端末での入

力・確認ができるだけではなく，クラウドを利用することによって，

施工現場以外の場所でもリアルタイムに確認ができる． 

３．適用事例と効果 

 この管理記録シートを 6 現場で運用し，効果を確認した． 

 その結果，コンクリートの配車が遅れたときの時間の管理に有効

であった．また，計画と実施工の乖離やトレミー管の挿入深さを図

によってリアルタイムに一目で分かる点も有効であった． 

従来の紙媒体では，計測→記入→計算→作図→判断という手順で

実施していたことが，この管理記録シートでは，計測→入力→判断

という手順で実施することができ，計測から判断までに要する時間

を約 1～3 分間短縮することが可能となった．また，計画と実施工に

乖離がある場合，原因究明と対策を即時にでき，かつ，次施工への

フィードバックにも活用された．さらに，タブレット端末で入力後，

帳票をそのまま作成できることから，従来のよう

な，施工中は野帳に記入し，施工後に改めて管理

帳票を作成するという手間がなくなったことは，

生産性向上に寄与するものと考える．また，クラ

ウドに保存することでデータを共有化でき，複数

人が同時に確認できるため，ミスの発生をダブル

チェックによって防ぐことが可能となった． 

４．まとめ  

 タブレット端末用に打込み管理記録シートを

新たに作成することにより，オールケーシング工

法のコンクリート打込み時のリアルタイム管理

と記録が可能となった． 

今後も，現場での使用性向上に向けて改良を進

めていく所存である． 
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0:20 0:05

0:15 9:00

0:05 12:45

0:05 2:00

0:20 0:20

m3/台 m3

初期値 0.00
ｺﾝ打設 1 1.50 8:15 8:35 9:00 9:05 1.50

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 9:05 9:25 1.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 9:25 9:30 1.50

ｺﾝ打設 2 2.00 9:00 9:20 9:35 9:40 3.50
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 9:40 9:40 3.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 9:40 9:40 3.50

ｺﾝ打設 3 2.00 9:10 9:30 9:45 9:50 5.50
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 9:50 10:10 5.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 10:10 10:15 5.50

ｺﾝ打設 4 2.00 9:45 10:05 10:20 10:25 7.50
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 10:25 10:45 7.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 10:45 10:50 7.50

ｺﾝ打設 5 2.00 10:20 10:40 10:55 11:00 9.50
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 11:00 11:20 9.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 11:20 11:25 9.50

ｺﾝ打設 6 2.00 10:55 11:15 11:30 11:35 11.50
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 11:35 11:35 11.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 11:35 11:35 11.50

ｺﾝ打設 7 2.00 11:05 11:25 11:40 11:45 13.50
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 11:45 12:05 13.50
ﾄﾚﾐｰ引上げ 12:05 12:10 13.50

ｺﾝ打設 8 0.30 11:40 12:00 12:15 12:20 13.80
ｹｰｼﾝｸ゛引抜 12:20 12:40 13.80
ﾄﾚﾐｰ引上げ 12:40 12:45 13.80

台
数

1)打設量

生コン運搬時間

待機時間

生ｺﾝ車入れ替え時間計算式条件

打設総量

ﾄﾚﾐｰ管引上げ時間

打設開始時刻

打設終了時刻

生ｺﾝ打設時間

ｹｰｼﾝｸﾞ引抜き時間

スランプ保持時間

試験時間

出荷時刻 現着時刻 打設開始 打設完了

図-4 配車計画シート 

TP 34.35 GL 3.434
TP 30.91 GL 0.000
TP 28.88 GL -2.034
TP 15.842 GL -15.072
TP 30.38 GL -0.516
TP 30.32 GL -0.566

出荷時間 到着時間 作業開始 作業終了 打設量 ｹｰｼﾝｸﾞ長 管長 検尺長 検尺長 検尺長 GL①-GL③ 計画 実績 台数

台 h:min h:min h:min h:min m3/台 m m m m m m h:min h:min 台目

初期値 18.51 0.26 0.25 -1.26

ｺﾝ打設 1 8:26 8:55 9:20 9:28 2.00 16.90 0.35

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 9:28 9:28 16.90 0.26 0.35

ﾄﾚﾐｰ引上げ 9:28 9:28 0.25 0.35

ｺﾝ打設 2 8:40 9:08 9:31 9:37 2.00 14.40 2.85

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 9:37 9:48 1.0 14.60 0.85 2.65

ﾄﾚﾐｰ引上げ 9:48 9:51 1.0 0.63 2.03

ｺﾝ打設 3 8:59 9:36 9:51 9:57 2.00 12.00 4.63

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 9:57 10:09 2.0 12.40 0.90 4.23

ﾄﾚﾐｰ引上げ 10:09 10:11 2.0 0.70 2.30

ｺﾝ打設 4 9:57 10:15 10:18 10:23 2.00 9.90 4.80

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 10:23 10:37 3.0 10.60 0.82 4.10

ﾄﾚﾐｰ引上げ 10:37 10:39 3.0 0.59 0.99

ｺﾝ打設 5 10:06 10:30 10:39 10:44 2.00 8.10 3.49

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 10:44 14:55 8.10 0.70 3.49

ﾄﾚﾐｰ引上げ 14:55 14:55 0.49 3.39

ｺﾝ打設 6 10:27 10:46 10:50 10:54 2.00 5.60 5.89

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 10:54 11:08 3.0 6.10 0.73 5.39

ﾄﾚﾐｰ引上げ 11:08 11:10 3.0 0.53 2.43

ｺﾝ打設 7 10:45 11:05 11:11 11:16 2.00 3.60 4.93

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 11:16 11:30 3.0 4.00 0.80 4.53

ﾄﾚﾐｰ引上げ 11:30 11:34 3.0 0.57 1.57

ｺﾝ打設 8 11:15 11:40 11:50 11:53 1.00 3.50 2.07

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 11:53 12:15 5.0 3.95 1.62

ﾄﾚﾐｰ引上げ 12:15 12:17 5.0 -3.95

ｺﾝ打設 9 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 10 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 11 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 12 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 13 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 14 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 15 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 16 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00
ｺﾝ打設 17 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 18 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 19 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 20 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 21 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 22 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 23 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00
ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 24 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 25 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 26 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 27 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 28 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 29 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00

ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

ｺﾝ打設 30 0.00

ｹｰｼﾝｸ゛引抜 0.00
ﾄﾚﾐｰ引上げ 0.00

総計 15.0 17.0 17.0
計画値 13.8 17.0 17.0

1:45 1:24 5

1:45 1:30 7

2:10 4

1:11 4

1:55 1:29 2

1:45 1:57 2

1:22 1

影響するコン
クリート打設

台数

1:10 1

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端 ｹｰｼﾝｸﾞ天端 ﾄﾚﾐｰ管天端
トレミー管
挿入長さ

スランプ保持時間

計測

杭下端
余盛り天端
鉄筋天端

作業内容

台
数

時間
打設量
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引抜き
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引抜き

出荷・到着時間 作業時間
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試験杭コンクリート打込み記録
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ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

ｹｰｼﾝｸﾞ下端

ﾄﾚﾐｰ管下端

杭下端▼

系列7

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端(計画)

ｹｰｼﾝｸﾞ下端(計画)

ﾄﾚﾐｰ下端(計画)
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トレミー管挿入深さ管理図

トレミー管挿入深さ（計画）

トレミー管挿入深さ（実測）

トレミー管挿入深さ（上限値）

トレミー管挿入深さ（下限値）

図-5 打込み記録（帳票）シート 
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図-3 打込み計画シート(2) 

・コンクリートの出荷・到着時刻 

・作業開始・終了時刻 

・コンクリート，トレミー管， 

ケーシング天端高さ 等 
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